
トマトのヒラズハナアザミウマに対するベストガー

ド水溶剤・モスピラン水溶剤の防除効果
新山徳光

1．ねらい
トマトのヒラズハナアザミウマに対する

登録薬剤がないことから、防除対策が取り
にくかった。そこで、ベストガード水溶剤
およびモスピラン水溶剤の防除効果と県内
で普及しているマルハナバチへの影響につ
いて検討し、防除対策の資料とする。

2．試験方法
防除効果試験は平成8～9年に農業試験

場内のトマトを栽培している5．4m X18m
のビニルハウスで行った。ベストガード水
溶剤1，000倍およびモスピラン水溶剤2，
000倍液を肩掛け式手動噴霧器で開花時に
散布した。各区予めマークした10株につ
いて、薬剤散布前と散布2～8日後にヒラ
ズハナアザミウマの寄生数を調査した。果
実肥大後に被善果の発生程度を調査した。
マルハナバチに対するモスピラン水溶剤

の影響に関する試験は、平成7年に農業試
験場内のトマトを栽培しているビニルハウ
スで行った。品種「桃太郎」を8月下旬に、
畝幅180cm、株間50cmの2条植えした。
マルハナバチは、．一箱に成虫の働きバチが
約30頭入ったもの（商品名：ミニハニー
トーン）を供試した。9月18日の午前10
時にモスピラン水溶剤2，000倍液を15止
／a相当をトマトに散布した。散布1日後、
2日後、3日後、7日後、15日後の午前
9時頃にそれぞれ新しいマルハナバチ一箱
をハウス内に設置し、1日開放飼した後、
回収し実験室で働きバチの生死や異常行動
の有無を調査した。さらに、放飼虫の訪花
行動の異常の有無やハウス内を巡回して死
亡虫や兼帰巣虫を調査した。

3．結果及び考察
3カ年の試験を総合すると、両薬剤とも

薬害は認められず、開花時に散布すること
により寄生虫数を減少させ、被害果数を
70％以上減少させることが期待できる（表
1）。

モスピラン水溶剤は散布1日後において
もマルハナバチの死亡は認められず、各放
飼時期において放飼後の訪花行動には異常
が認められなかった。ハウス内での死亡や

未帰巣虫も認められなかった（表2）。
以上のことから、ベストガード水溶剤

1，000倍およびモスピラン水溶剤2，000倍は
トマトのヒラズハナアザミウマ防除剤とし
て実用性があると考えられた。特に、モス
ピラン水溶剤はマルハナバチの働きバチに
対して散布1日後でも殺虫効果や訪花行動
に影響がなく、マルハナバチ放飼期間中の
ヒラズハナアザミウマの防除体系に組み入
れることができる。なお、ベストガード水
溶剤は、散布後10日間にわたりマルハナ
バチに影響があるとされているため注意が
必要である。

4．まとめ
ベストガード水溶剤1，000倍およびモス

ピラン水溶剤2，000倍は、散布2～4日後
までヒラズハナアザミウマの寄生密度を抑

制し、被害果率にして防除価70以上の安
定した防除効果が期待できる。モスピラン
水溶剤2，000倍は、マルハナバチに対して
散布1日後でも殺虫効果がなく、訪花行動
に影響を与えないため、マルハナバチ利用
場面での実用性が高い。
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試験年次　試験区
寄生虫数／10株1，　　被害調査／10株

散布前　2・4日後　7－8日後　調査　被害　被善　防除価2】薬害

へ○かが－ド水溶剤　　4．0頭

平成8年　モ北○ラン水溶剤　　　2．7

無処理

へ○ス用〇一ド水溶剤

平成9年　モスヒ○ラン水溶剤

無処理

へやストが－ド水溶剤

平成10年モスビラン水溶剤

無処理
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注：1）（）内は補正密度指数
2）防除価は被善果率について100－（処理区／無処理区）×100により算出
3）－は薬害が認められないことを示す

表2＋　マルハナバチに対するモスピラン水溶剤散布の影響（平成7年）
散布後の　　　　正常　　　死亡　　　その他

放飼時期　　　　虫数　　　虫数

1日後　　　　　31頭　　　1頭1）　2頭7）
2日後　　　　　35　　　　1り
3日後
7日後

2
　
0

3
　
3

0

0

15日後　　　　　31　　　　0
注：1）放飼前の死亡と判定、2）圧死1頭，逃亡1頭

弓t用文献：秋田県農業試験場研究報告　第41号
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